
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

社 会 福 祉 法 人 

戸田市社会福祉協議会 

手話通訳者派遣事務所 

日  時：令和６年 3月１０日（日） 

     午前 9時から（受付開始 8時 40分から）※予定 

会  場：心身障害者福祉センター 

     戸田市川岸 2-4-8 

受験資格：20歳（令和６年 3月 31日までに 20歳に達する方も含む）以上の方で市 

     内に在住し、戸田市の住民基本台帳に記載された方 

試験内容：①筆記試験 

      福祉に関する問題、聴覚障害者に関する問題、手話通訳に関する問題 

     ②読み取り試験（口述）1問×1分 30秒 

     ③読み取り試験（筆記）1問×1分 30秒 清書時間 10分 

     ④聞き取り試験（表現）2問×2分 30秒 

     ⑤面接 

応募期間：令和６年 2月 1日（木）～ 2月２１日（水）（必着） 

費  用：無料 

申込方法：戸田市手話通訳者派遣事務所へ指定の履歴書、申込書を持参 

     ※書類は 2月 1日（木）から戸田市手話通訳者派遣事務所で配付 

問合せ先：戸田市手話通訳者派遣事務所 

     〒335－0015 戸田市川岸 2-4-8（心身障害者福祉センター1階） 

     TEL：445-1828 FAX：441-5031 

 

令和５年度登録手話通訳者認定試験 

戸田市社会福祉協議会の登録手話通訳者になるための試験です 

令和５年 12月９日（土）から全 10回で、戸田市登録

手話通訳者認定試験の合格を目指し、登録手話通訳者認

定試験対策講座を開講しています。講師は日本手話通訳

士協会元理事でもあります手話通訳士の真下京子先生で

す。今年度は過去に受講歴のある受講生が多いため、手

話通訳者になる試験の合格は何年かかっても構わない、

諦めないことが大切であると温かいメッセージから講座

が始まりました。2月 2４日（土）に最終回を迎えま

す。受講生には最後まで頑張っていただきたいです。 

令和５年度戸田市登録手話通訳者認定試験対策講座開催中！ 



国立障害者リハビリテーションセンター学院手話通訳学科の丸下あゆみ

さんを 1月 5日（金）～ ３１日（水）のうち 15日間、通訳実習生と

して受け入れました。実習期間中には通訳業務だけでなく、派遣申請の

受付業務なども経験してもらいました。丸下さんから実習の感想をいた

だきました。 

丸下 あゆみさん 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  生活 医療 就労 教育 行事 その他 合計 

12月 
（件） １２ １９ ２ ２ ８ ０ ４３ 

（人） １２ １９ ４ ３ １４ ０ ５２ 

1月 
（件） ８ ２３ １ ０ １４ ０ ４６ 

（人） ８ ２３ ２ ０ ２８ ０ ６１ 

令和５年度手話通訳者派遣実績 
 

平日 8時３０分～１７時１５分まで専任手話通訳者が常駐しています。 

場合によっては席を外していることもありますので、予めご了承ください。 

派遣について、手話の学習についてなど分からないことがありましたら、 

お気軽にお問い合わせください。 

 

〒335-0015 戸田市川岸 2-４-８   電話：048－445－1828 

（心身障害者福祉センター内）      FAX：048－441－5031 

 

いつ起きるか分からない災害に備えましょう！ 

令和 6年 1月 1日（月）に石川県能登半島で最大震度７を観測する地震が発生しました。日本

は世界の中でも地震が特に多い国だといわれています。いつ起きるか分からないからこそ地震な

どの災害には日頃から備えておくことが大切です。再度災害に対する備えを見直してみましょ

う。 

◎戸田市ハザードブックの確認を！ 

自宅周辺の危険な場所や避難所や避難経路

を確認しておきましょう。また災害発生時

には普段の連絡手段が使えない場合がある

ので、家族で連絡方法などを話し合ってお

きましょう。 

 

非常時持ち出し品や備蓄品を準備しておき

ましょう。避難所の備蓄品には限りがあり

ますので自分や家族の生活必需品を準備し

ておきましょう。非常時には両手の空くリ

ュックサックが便利です。 

 

手話通訳実習生が来ました 

 

左の 

QRコード 

から！ 

 

必携！ 

この度は実習を受け入れていただきありがとうございました。今まで

に学んだ事を現場と結びつけて深く掘り下げることができました。こ

の経験を今後の通訳活動に生かしたいと思います。 


